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見
島
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
完
成

　

公
民
館
機
能
に
加
え
、
離
島
宿
泊
体
験

も
で
き
る
施
設
で
、
見
島
支
所
も
セ
ン

タ
ー
に
移
転

　
　

大
島
小
学
校
・
大
島
中
学
校
が
完
成

　
　

中
央
公
園
に
「
新
萩
図
書
館
」、
子

育
て
拠
点
施
設
「
児
童
館
」
が
開
館

　

萩
図
書
館
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
み
ん
な
の
図

書
館
と
の
協
働
運
営
に
よ
り
、年
中
無
休
、

夜
９
時
ま
で
開
館
、
ま
た
電
子
図
書
館
な

ど
新
た
な
機
能
も
導
入

　

児
童
館
は
、
中
高
生
も
利
用
で
き
る
県

内
初
の
大
型
児
童
セ
ン
タ
ー
で
、
わ
く
わ

く
子
ど
も
図
書
館
を
併
設

　
　

萩
城
跡
外
堀
保
存
整
備
が
完
工

　

北
の
総
門
、土
塀
付
き
土
橋
を
は
じ
め
、

平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
外
堀
の
保
存
整

備
全
体
が
完
了
し
、
歴
史
的
景
観
を
整
備

地
域
情
報
通
信
基
盤
を
整
備

　

平
成
21
年
か
ら
始
め
た
木
間
地
区
の
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
、
相
島
地
区
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
、
川
上
・
む
つ
み
・
福
栄
地

域
の
携
帯
電
話
不
感
エ
リ
ア
へ
の
対
応
が

完
了

　
　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
開
始

　
　

昨
年
の
萩
地
域
の
観
光
客
数
が
13
％

増
の
１
５
１
万
人

　

観
光
客
は
前
年
比
13
・
３
％
増
の
１
５

１
万
６
０
７
人
、
宿
泊
者
は
5.8
％
増
の

47
万
７
８
３
０
人
。
萩
市
全
域
の
観
光
客

は
２
４
０
万
３
９
０
人

　
　
「
唐
樋
札
場
跡
」
国
史
跡
萩
往
還
に

追
加
指
定

　
　

東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援
始
ま
る

　

救
援
す
る
萩
市
の
会
を
立
ち
上
げ
、

３
４
３
団
体
か
ら
５
０
０
０
万
円
を
超
え

る
義
援
金
が
集
ま
る
。
７
月
18
日
に
は
会

津
若
松
市
長
が
義
援
金
や
救
援
物
資
の
お

礼
に
来
萩

　
　

副
市
長
２
人
体
制
に

　

市
政
全
般
に
わ
た
る
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
機
能
を
強
化

　
　

川
上
地
域
の
観
光
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船
が
正

式
運
航
開
始

　
　

地
域
高
規
格
道
路
「
小
郡
萩
道
路
」

が
絵
堂
ま
で
開
通

　

萩
市
と
山
口
市
小
郡
を
結
ぶ
小
郡
萩
道

路
の
う
ち
美
祢
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
絵
堂
Ｉ
Ｃ

ま
で
の
12
・
９
㎞
が
開
通
し
、
中
国
自
動

車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上

　
　

佐
々
並
市
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定

　

萩
往
還
沿
い
の
宿
場
町
・
佐
々
並
市
が

選
定
さ
れ
、
市
内
で
は
４
地
区
目
と
な
り

京
都
市
に
並
び
全
国
最
多

　
　

　
　

市
民
総
合
窓
口
を
開
設

　

５
つ
の
コ
ー
ナ
ー
の
総
合
窓
口
と
総
合

案
内
を
設
置
し
、
窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
申
請
手
続
き
の
簡
略

化
を
図
る

萩図書館

佐々並市総合窓口

小郡萩道路
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マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
西
日
本
と
萩
市
が

地
域
貢
献
連
携
協
定
を
締
結

　
　

電
気
自
動
車
を
公
用
車
と
し
て
導

入
、
県
内
自
治
体
で
は
初
と
な
る
急
速
充

電
器
を
設
置

　
　
「
萩
・
三
隅
道
路
」（
山
陰
道
）
が
全

線
開
通

　

萩
市
椿
と
長
門
市
三
隅
中
を
結
ぶ
総
延

長
15
・
２
km
の
自
動
車
専
用
道
路
が
開
通

し
、
将
来
の
山
陰
自
動
車
道
の
一
翼
を
担

う
　
　

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
を
改
定

■
市
長
コ
ラ
ム
No.80

　

今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
た
。
本

年
は
東
日
本
大
震
災
発
生
と
い
う
歴

史
に
残
る
年
と
な
っ
た
。
改
め
て
被

災
地
の
方
々
に
お
見
舞
申
し
上
げ
る
。

　

さ
て
今
次
の
災
害
は
も
の
の
考
え

方
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
た
。
道

路
に
対
す
る
見
方
も
そ
の
一
つ
。「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
道
路
予
算
が
大
幅

削
減
さ
れ
て
き
た
。「
費
用
対
効
果
」

が
声
高
に
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
平

時
の
便
益
の
評
価
と
と
も
に
有
事
の

評
価
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

教
え
て
く
れ
た
。
各
被
災
地
に
救
援

物
資
を
早
期
に
届
け
得
た
の
は
高
速

道
の
早
期
復
旧
の
お
か
げ
。
高
速
道

が
い
ち
早
く
機
能
回
復
し
た
の
は
奇

跡
に
近
い
。
そ
の
陰
に
は
国
交
省
東

北
地
方
整
備
局
の
技
術
集
団
の
昼
夜

に
わ
た
る
献
身
的
な
努
力
が
あ
っ
た

と
聞
く
。

　

翻
ひ
る
が
え

っ
て
地
元
の
道
路
の
状
況
を

思
う
時
、
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
い
か
に
必
要
か
、
思
い
新
た
に

し
た
。
来
年
こ
そ
は
、
具
体
化
の
目

途
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
一
丸
と
な
っ

て
頑
張
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
よ
い
お
年
越
し
を

　
　

第
66
回
国
民
体
育
大
会
「
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
」
が
開
催
（
〜
12
日
）

　

48
年
ぶ
り
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
、
萩

市
で
は
軟
式
野
球
、柔
道
、卓
球
、カ
ヌ
ー

の
正
式
競
技
４
種
目
と
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
開
催
し
、
卓
球
で

は
山
口
県
成
年
男
子
が
優
勝
。
山
口
県
は

悲
願
の
天
皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得

　
　

地
域
医
療
再
生
講
演
会
を
開
催

　

国
の
地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
事
業
の

指
定
を
受
け
、
講
演
会
の
開
催
や
医
療
従

事
者
へ
の
補
助
制
度
、
電
話
に
よ
る
健
康

医
療
相
談
「
萩
・
阿
武
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
開
始

　
　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
お
い

で
ま
せ
！
山
口
大
会
」が
開
催（
〜
24
日
）

　

萩
市
で
は
正
式
競
技
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
オ
ー
プ
ン
競
技
の
卓
球
バ
レ
ー
を
開
催

　
　

藤
田
伝
三
郎
翁
ゆ
か
り
の
東
北
へ
萩

市
民
号
を
派
遣
（
〜
27
日
）

　

生
誕
１
７
０
年
を
記
念
し
て
翁
ゆ
か
り

の
秋
田
県
小
坂
鉱
山
事
務
所
な
ど
を
訪

問
、
震
災
の
風
評
被
害
対
策
に
取
り
組
む

会
津
若
松
市
を
萩
市
民
号
が
初
め
て
訪
問

　
　

平
成
22
年
国
勢
調
査
が
確
定
、

人
口
５
万
３
７
４
７
人
、
減
少
率
7.3
％

　
　

相
島
簡
易
水
道
浄
水
場
が
完
成

　
　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
が
完
成

　

県
か
ら
無
償
譲
渡
を
受
け
た
「
萩
青
年

の
家
」を
改
修
し
、研
修
施
設
と
し
て
オ
ー

プ
ン

　
　

山
陰
自
動
車
道
整
備
促
進
大
会
を
開

催
　

益
田
〜
萩
間
約
60 

km
の
予
定
路
線
か
ら

計
画
路
線
へ
の
格
上
げ
と
早
期
事
業
着
手

を
目
指
す

　
　

木こ

ま間
地
区
簡
易
水
道
・
活
性
化
セ
ン

タ
ー
が
完
成

　
　

萩
商
工
ラ
グ
ビ
ー
部
、
県
内
初
と
な

る
10
年
連
続
18
回
目
の
全
国
大
会
出
場

11
日

玉江大橋（山田）

卓球男子
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「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体　

グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
競
技
」
を
開
催

　

む
つ
み
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
む
つ
み
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
を
開
催
し
、
県
内
か
ら

63
チ
ー
ム
３
１
７
人
の
選
手
が
参
加

子
ど
も
た
ち
の
農
林
業
体
験

　

萩
市
ふ
る
さ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
に
よ
り
離
島
の
見
島
小
学
校
３
〜
６
年

生
が
農
家
民
泊
。
平
成
５
年
に
始
ま
っ
た

大
阪
市
立
桜
宮
中
学
校
の
修
学
旅
行
で
の

農
業
体
験
学
習
は
今
年
の
６
月
で
終
了

平
助
・
権
太
殉
難
２
０
０
年
慰
霊
祭
を
開

催
　

川
上
村
の
生
業
で
あ
る
川
船
運
航
の
妨

げ
と
な
っ
て
い
た
水
車
撤
去
を
嘆
願
し
、

要
求
を
叶
え
た
も
の
の
異
議
を
申
し
立
て

た
首
謀
者
と
し
て
、文
化
８
年（
１
８
１
１

年
）
に
処
刑
さ
れ
、
村
を
救
っ
た
藤
原

平へ
い
す
け助
と
岡
崎
権
左
衛
門
（
権ご
ん
た太
）
の
殉
難

２
０
０
年
慰
霊
祭
を
開
催

初
の
総
合
防
災
訓
練
を
開
催

　

江
崎
地
区
と
小
川
地
区
で
、
避
難
訓
練

や
消
火
訓
練
、
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援

訓
練
な
ど
本
格
的
な
防
災
訓
練
を
初
め
て

実
施

田
万
川
温
泉
「
憩
い
の
湯
」
新
泉
源
が
完

成
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

田
万
川
温
泉
で
は
新
し
い
泉
源
を
開
発

し
、
腰
痛
・
肩
こ
り
な
ど
に
効
能
が
あ
る

１
日
60
ｔ
の
豊
富
な
お
湯
を
確
保

「
須
佐
湾
観
光
遊
覧
船
」
を
運
航

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
観
光
ワ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
実
証
実
験
と
し
て
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
夏
休
み
期
間
中

須
佐
湾
に
観
光
遊
覧
船
を
運
航
、
延
べ
31

日
で
１
５
９
８
人
が
乗
船

時
刻
表
の
父
「
手て
づ
か塚
猛た
け
ま
さ
昌
」
顕
彰
碑
建
立

　

須
佐
出
身
で
日
本
初
の
月
刊
時
刻
表

「
汽
車
汽
船
旅
行
案
内
」
を
発
刊
し
た
「
手

塚
猛
昌
」
の
功
績
を
讃
え
る
顕
彰
碑
が
Ｊ

Ｒ
須
佐
駅
前
に
完
成

４
月
16
日

10
月
６
日

10
月
９
日

４
月
29
日

10
月
５
日

10
月
12
〜
15
日

10
月
23
日

11
月
１
日

４
月
28
日

市
道
笹
尾
新
茶
屋
線
と
ふ
れ
あ
い
支
援
農

道
が
開
通

　

国
道
２
６
２
号
か
ら
旭
・
川
上
地
域
を

結
ぶ
市
道
笹さ
さ
お尾

新し
ん
ち
ゃ
や

茶
屋
線
と
ふ
れ
あ
い
支

援
農
道
（
県
事
業
）
が
開
通
し
、
山
陽
方

面
か
ら
長
門
峡
、
萩
阿
武
川
温
泉
等
へ
の

利
便
性
が
向
上

「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体　

カ
ヌ
ー
競

技
」
が
阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場
で
開

催
（
〜
９
日
）
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佐
々
並
市
が
国
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
に
選
定

旭
地
域
学
校
統
合
委
員
会
を
設
置

萩
往
還
佐
々
並
ど
う
し
ん
て
や
ろ

う
会
は
、
平
成
17
年
か
ら
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定
を
目
指
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
た
萩
往
還
「
佐
々

並
宿
」
町
並
み
保
存
会
が
、
保
存
に
加

え
て
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
も
し
て
い
こ

う
と
組
織
を
改
編
し
、平
成
22
年
９
月
、

会
員
１
１
２
人
で
発
足
し
ま
し
た
（
林

壯そ
う
す
け助
会
長
）。

　
「
ど
う
し
ん（
同
心
）し
て 

や
ろ
う
い

ね
」
は
、
佐
々
並
で
は
「
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う
」を
意
味
し
、萩
往
還
に
沿
っ

た
佐
々
並
の
町
並
み
を
一
緒
に
守
り
、

育
て
て
い
こ
う
と
い
う
会
で
す
。

　

今
年
６
月
20
日
に
佐
々
並
市
が
念
願

の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
会
員

の
士
気
も
高
ま
り
、
月
１
回
の
定
例
会

で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の
打
合
せ
の

ほ
か
、
自
分
た
ち
の
町
並

み
の
歴
史
を
知
ろ
う
と
、

調
査
報
告
書
を
使
っ
て
勉

強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
、

７
月
１
日
「
お
い
で
ま

せ
！
山
口
イ
ヤ
ー
観
光
交

流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

が
佐
々
並
で
開
催
さ
れ
、

重
伝
建
散
策
ツ
ア
ー
と
称

し
約
２
０
０
人
を
案
内
し

ま
し
た
。

道
の
駅
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

　

地
元
産
品
の
販
売
促
進
と
販
売
所
内
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
、
温
室
を
改
修
。

温
室
内
に
ふ
れ
あ
い
市
場
を
移
し
野
菜

コ
ー
ナ
ー
と
花
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
、
来
客

数
も
増
加

３
年
ぶ
り
に
開
催
、
い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ

　

不
作
や
猿
の
被
害
を
乗
り
越
え
、
３
年

ぶ
り
に
開
催
し
、
今
年
は
近
年
に
な
い
豊

作
で
、
小
雨
模
様
の
中
、
約
１
０
０
人
の

参
加
者
が
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
楽
し
む

被
災
鉾ほ
こ
た田

市
へ
支
援
物
資

　

全
国
の
旭
大
集
合
で
親
交
の
あ
っ
た
茨

城
県
鉾
田
市
（
旧
旭
村
）
か
ら
東
日
本
大

震
災
へ
の
救
援
要
請
が
あ
り
、
翌
日
に
は

住
民
か
ら
集
ま
っ
た
多
数
の
紙
お
む
つ
・

毛
布
・
タ
オ
ル
等
を
積
ん
だ
大
型
ト
ラ
ッ

ク
便
を
送
り
出
す
。
11
月
に
は
鉾
田
市
長

が
お
礼
の
た
め
来
萩

３
月
16
日

４
月
29
日

６
月
20
日

10
月
26
日

10
月
30
日

　

ま
た
11
月
20
日
、
佐
々
並
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
「
萩
往
還
さ
さ
な
み 

お
い
で

ん
祭
」
で
、
町
並
み
探
訪
ツ
ア
ー
や
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
を
行
い
、
昔
な
が
ら
の

甘あ
ま
が
ゆ粥

で
接
待
を
し
ま
し
た
。
他
に
も
地

域
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
の

Ｐ
Ｒ
や
、
美
化
の
た
め
の
ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
、
歴
史

あ
る
佐
々
並
市
に
昔
の
よ
う
な
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
て
い
く
の
か
、
話
し
合

い
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自

分
た
ち
の
町
は
、
自
分
た
ち
で
つ
く
ろ

う
と
、「
ど
う
し
ん
て 

や
ろ
う
い
ね
」

を
合
言
葉
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

事
務
局
・
佐
々
並
支
所

（
５
６
・
０
２
１
１
）

　

８
月
に
佐
々
並
地
区
保
護
者
か
ら
教
育

委
員
会
に
統
合
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
明

木
・
佐
々
並
中
学
校
統
合
に
係
る
協
議
の

場
と
し
て
設
置

佐々並市を案内する林会長

シリーズ❺
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木
間
地
区
の
「
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
」
の
う
ち
主
要
施
設
の
簡
易
水
道
と

活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
11
月
26
日

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
間
地
区
で
は
、
生
活
用
水
や
営
農
用

水
に
井
戸
水
や
渓
流
水
等
を
利
用
し
、
降

雨
時
の
濁
り
や
渇
水
時
の
水
不
足
等
で
日

常
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
事
例
も

多
く
、
地
元
か
ら
水
道
施
設
整
備
の
要
望

が
強
く
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市

で
は
生
活
・
営
農
用
水
の
確
保
と
、
生
活

環
境
の
改
善
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を

目
的
に
平
成
20
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し

ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
は
、
平
成
21
年
度
に
浄

水
場
と
ポ
ン
プ
所
が
完
成
し
、
平
成
22
年

４
月
か
ら
一
部
地
区
で
、
今
年
12
月
か
ら

は
全
地
区
で
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。
特

に
浄
水
施
設
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
り
安

定
し
て
使
用
で
き
る
最
新
鋭
の
セ
ラ
ミ
ッ

ク
膜
ろ
過
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
辺

り
を
花は
な
し
ょ
う
ぶ

菖
蒲
に
囲
ま
れ
た
導
水
ポ
ン
プ
所

は
、
そ
の
美
し
い
景
観
に
配
慮
し
、
木
造

茅
葺
き
の
建
物
に
し
ま
し
た
。

景観に配慮した簡易水道のポンプ所（西木間）

集会所と加工場のある活性化センター（東木間）

　

11
月
24
日
、
萩
市
弥
富
と
阿
武
町
福

賀
に
ま
た
が
る
伊い

ら

お
良
尾
山
火
山
灰
層
の

展
示
施
設
が
完
成
し
、
弥
富
小
、
育
英

小
や
阿
武
町
の
小
学
生
を
招
き
見
学
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
が
約
２
７
０
０
万

円
を
か
け
て
保
存
展
示

施
設
と
し
て
整
備
。
地

層
の
ほ
と
ん
ど
は
ブ
ロ

ッ
ク
や
資
材
で
覆
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
部
ブ

ロ
ッ
ク
を
積
ま
な
い
箇

所
を
屋
根
で
覆
い
、
貴

重
な
地
層
を
間
近
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
の
見
学
は
12
月
19
日
か
ら
で
、

案
内
板
や
説
明
看
板
、
手
す
り
、
駐
車

場
等
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
整
備
し
た
活
性
化
セ
ン
タ
ー

に
は
、
集
会
所
（
93
㎡
）
の
ほ
か
に
加
工

場
（
１
３
０
㎡
）
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
味
噌
、
豆
腐
を
加
工
す
る
こ
と
が
で

き
、
地
区
に
伝
わ
る
神か
ぐ
ら楽
味み

そ噌
を
10
年
ぶ

り
に
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
地
元
農
産
物
を
活
か
し
た
加
工
品

を
生
産
・
販
売
し
て
い
き
ま
す
。

【
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
】

▽
工
期　

平
成
20
〜
24
年
度

▽
総
事
業
費　

約
６
億
７
３
０
０
万
円

■
簡
易
水
道
施
設

▽
事
業
概
要　

計
画
給
水
人
口
＝
１
５
４

人
、
一
日
最
大
給
水
量
＝
95
㎥

▽
総
事
業
費　

約
５
億
６
０
０
０
万
円

（
国
55
％
、
県
25
％
、
市
20
％
）

■
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
東
木
間
）

▽
木
造
平
屋
建
て
、
２
２
６
㎡

▽
総
事
業
費　

約
５
５
０
０
万
円

■
農
業
用
排
水
路　

延
長
４
６
０
ｍ

■
農
道
整
備　

舗
装
１
５
５
８
ｍ

■
暗
き
ょ
排
水　

対
象
ほ
場
面
積
13
　

ha

（
24
年
度
完
成
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ

【
簡
易
水
道
】

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

【
活
性
化
セ
ン
タ
ー
】

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）
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「
東
日
本
地
震
災
害
を
救
援
す
る

萩
市
の
会
」
は
、
震
災
直
後
の
３
月

15
日
に
市
内
各
種
の
３
４
３
団
体
で

設
立
し
ま
し
た
。
萩
市
の
会
に
は
、

５
０
０
０
万
円
を
超
え
る
か
つ
て
な
い

多
く
の
義
援
金
や
様
々
な
救
援
物
資
等

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
の
会
で
は
、
緊
急
支
援
と
い
う

所
期
の
目
的
を
お
お
む
ね
達
成
し
た
こ

と
か
ら
、
義
援
金
の
受
付
と
会
の
活
動

を
12
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆

様
の
ご
厚
志
に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
の
状
況
と
今
後
の
予
定

■
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
（
12
月
１
日
現

在
）　　
　

  

５
４
１
９
万
１
３
５
８
円

■
義
援
金
の
使
途
（
内
訳
は
別
表
）

①
送
金
額　

４
４
５
２
万
８
３
９
０
円

②
支
援
経
費
等

４
３
２
万
３
７
２
５
円

③
残
額　
　
　

５
３
３
万
９
２
４
３
円

　

今
後
の
義
援
金
送
金
先
、
支
援
活
動

◦
宮
城
県
石
巻
市
へ
義
援
金
送
金

◦
漁
船
等
の
輸
送
経
費
支
援

◦
12
月
末
ま
で
に
受
け
付
け
た
残
り
の

全
額
を
、
宮
城
県
市
長
会
へ
送
金

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
地
域
福
祉
係（

２
５
・
３
５
５
０
）

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の

促
進

　

先
の
東
日
本
大
震
災
時
に
お
い
て
「
命

の
道
」
と
し
て
機
能
し
た
高
規
格
幹
線
道

路
は
、
被
災
地
へ
の
緊
急
支
援
・
物
資
の

輸
送
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
私
た
ち

に
広
域
的
な
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

必
要
性
、
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
せ
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
は
未
だ
に
多
く
の

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
（
分
断
さ
れ
た
高
速

道
路
）が
残
さ
れ
て
お
り
、高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

山
陰
自
動
車
道
は
、
整
備
予
定
区
間
の

う
ち
開
通
済
み
ま
た
は
事
業
中
の
区
間
が

鳥
取
県
は
１
０
０
％
、島
根
県
は
75
％
で
、

さ
ら
に
島
根
県
で
は
平
成
24
年
度
予
算
要

求
に
係
る
新
規
事
業
に
お
い
て
３
か
所
が

着
工
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
な
ど
整
備
が

確
実
に
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
益
田
・

萩
間
は
、
依
然
と
し
て
整
備
の
具
体
的
な

計
画
が
立
た
な
い
状
況
で
す
。

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
、
災

害
に
強
い
道
路
整
備
を
！ 

４
０
０

人
が
集
結

　
「
山
陰
自
動
車
道
（
益
田
〜
萩
間
）
整

備
促
進
決
起
大
会
」
が
11
月
22
日
萩
市
農

協
会
館
で
開
催
さ
れ
、
約
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
主
催
は
、
山
陰
自
動
車
道

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長
：
野
村
萩

市
長
）。

　

大
会
で
は
野
村
市
長
が
「
こ
の
機
会
を

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
山
陰
自
動
車
道
早
期
実
現

に
か
け
る
意
気
込
み
を
語
り
、
そ
の
整
備

効
果
や
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
民
間
の
立
場
か
ら
も
、
萩
商
工
会

議
所
女
性
会
の
村
木
み
ず
惠
会
長
と
益
田

市
の
「
ゆ
う
ひ
ラ
イ
ン
女
性
の
会
」
の
代

表
が
、
山
陰
自
動
車
道
の
早
期
整
備
に
つ

い
て
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
山
陰
自
動
車
道
の
早
期
整
備

に
向
け
、
災
害
に
強
い
幹
線
道
路
整
備
の

機
運
を
よ
り
一
層
高
め
る
と
と
も
に
、
国

や
関
係
機
関
へ
引
き
続
き
強
く
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

土
木
課
（
２
５
・
３
８
３
２
）

寄せられた義援金 5419万1358円

①送金額の内訳 4452万8390円

福島県会津若松市 1400万円

福島県白河市 500万円

宮城県気仙沼市 500万円

宮城県石巻市 500万円

宮城県市長会 500万円

岩手県市長会 1000万円

茨城県高萩市 52万8390円

②支援経費（救援物資・受入支援）等の内訳
432万3725円

救援物資購入 252万27円

受入被災者見舞金 94万円

受入被災者生活支援 17万3698円

被災地児童受入支援 69万円

③残額 533万9243円

■義援金の状況（12月1日現在）

皆さんから寄せられた義援金の使途



市報HAGI●2011（平成23）年12月15日号 8

　

児
童
館
は
、
２
階
建
て
延
べ
床
面
積
約

９
１
６
㎡
で
、
市
町
立
で
は
県
内
初
の
大

型
児
童
セ
ン
タ
ー
と
し
て
乳
幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
お
り
、夜
間
は
、

午
後
９
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
。

　

1
階
に
は
、
小
学
校
低
学
年
ま
で
を
対

象
に
し
た
絵
本
や
図
書
を
約
１
万
冊
揃
え

た
わ
く
わ
く
子
ど
も
図
書
館
や
、
放
課
後

児
童
の
た
め
の
児
童
ク
ラ
ブ
室
、
天
候
に

関
係
な
く
安
心
し
て
遊
べ
る
遊
戯
室
等
が

あ
り
ま
す
。

　

２
階
に
は
、
ダ
ン
ス
や
卓
球
も
楽
し
め

る
体
力
増
進
室
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス

ク
リ
ー
ン
が
利
用
で
き
る
多
目
的
室
等
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ジ
オ
は
、
高
校

生
が
バ
ン
ド
練
習
で
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

館
内
に
は
授
乳
ス
ペ
ー
ス
や
、
交
流

ホ
ー
ル
も
あ
り
、
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん

方
も
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

平
日
の
昼
間
は
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ

ん
、
放
課
後
に
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
、
利
用
者
は
１
日
１
０
０
人
を
超
え
ま

す
。
ま
た
、
土
・
日
曜
日
に
な
る
と
、
来

館
者
が
３
０
０
人
を
超
え
る
こ
と
も
多
く

あ
り
ま
す
。

　

わ
く
わ
く
子
ど
も
図
書
館
と
児
童
ク
ラ

ブ
以
外
の
運
営
は
、
児
童
健
全
育
成
活
動

の
実
績
が
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
子
ど
も
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
館
で
行
わ
れ
る
行
事

◦
子
育
て
の
相
談
や
情
報
交
換
を
行
う

「
子
育
て
相
談
」、「
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
」

◦
未
就
園
児
と
保
護
者
の
交
流
事
業
「
ピ

ヨ
ピ
ヨ
」

◦
鯉
の
ぼ
り
作
り
、
七
夕
飾
り
作
り
な
ど

季
節
を
捉
え
た
イ
ベ
ン
ト

◦
天
草
を
使
っ
た
ト
コ
ロ
テ
ン
作
り
な
ど

紹
介
す
る
「
い
ど
う
児
童
館
」
の
活
動
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
館
は
、
萩
図
書
館
と
併
設
し
、「
萩

あ
い
ぶ
ら
り
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
隣
に
は
芝
生
広
場
や
遊
歩
道
、
遊
具

等
が
整
備
さ
れ
た
中
央
公
園
も
あ
り
、
遠

足
や
社
会
見
学
で
訪
れ
る
保
育
園
児
や
小

学
生
が
児
童
館
と
併
せ
て
総
合
的
に
楽
し

め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
児
童
館
そ
ば
に
地
形
や
樹
木

を
利
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
冒

険
心
を
育
む
場
と
し
て「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」

の
整
備
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９

時
（
わ
く
わ
く
子
ど
も
図
書
館
の
利
用
は

午
後
６
時
ま
で
）

※
小
・
中
学
生
の
利
用
は
原
則
午
後
６
時

ま
で
。

■
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
、
12
月
28
日
〜

１
月
５
日
、
８
月
13
日
〜
16
日

■
利
用
料　

音
楽
ス
タ
ジ
オ
の
み
１
人
１

回
に
つ
き
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

児
童
館
（
２
５
・
１
０
２
５
）

高校生に人気のスタジオ

卓球も楽しめる体力増進室

ふ
る
さ
と
の
味
に
親
し
む
事
業
等　

　

夏
休
み
に
は
高
校
生
が
工
作
教
室
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
た
り
、
中
学
生
に

よ
る
人
形
劇
の
上
演
な
ど
子
ど
も
た
ち
が

事
業
へ
参
画
す
る
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
館
で
の
活
動
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、市
内
の
幼
稚
園
、保
育
園
、小
・

中
・
高
等
学
校
へ
毎
月
１
回
「
児
童
館
だ

よ
り
」
を
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
毎
月
の
行
事
予
定
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。　

　

11
月
末
か
ら
は
、
育
児
・
子
ど
も
用
品

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
用
が
で
き
る
情
報
コ
ー

ナ
ー
「
エ
コ
エ
コ
き
っ
ず
」
も
新
た
に
設

置
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が

生
の
芸
術
に
触
れ
る
機
会
と
な
る
舞
台
公

演
、
地
域
に
出
か
け
て
児
童
館
の
活
動
を
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（12月18日 山口市）
陸上

　萩商工高校ラグビー部は、11 月 23 日に山口市で行われた決勝で
桜ケ丘高校（周南市）を 47 対７で下して優勝。12 月 27 日から東大
阪市の近鉄花園ラグビー場で行われる「全国高校ラグビーフットボー
ル大会」に県内初となる 10 年連続の出場を決めました。

▷前列左から、田村紀
のりゆき

之（3年、山口市）、杉村道
みちなり

成（2年、阿武町）、山下啓
け い た

太（3年、山口市）、高橋一
か ず き

基（3年、山口市）、山田聖
せ い や

也（3年、主将、萩
西中）、松本健

たける

（2年、福岡県）、西本優
ゆ う じ

二（2年、福岡県）、吉松延
のぶたか

高（3年、長門市）、高垣拓
た く や

也（3年、萩東中） ▷中列左から、溝部哲
てつろう

朗（3年、萩東
中）、安森直

なおゆき

之（3年、長門市）、吉岡智
ともひさ

久（3年、むつみ中）、青木良
りょうへい

平（2年、大井中）、岸野司
つかさ

（3年、長門市）、宮木大
だ い ち

智（2年、萩東中）、阿武太
ふ と し

志
（3年、大井中）、林舜

しゅんや

也（3年、大井中）、阿部知
かずよし

良（3年、萩西中）▷後列左から、藤田智
ともひろ

大（2年、萩東中）、水津啓
ひろふみ

文（3年、大井中）、村田全
あきら

（3年、
長門市）、木原一

か ず き

輝（2年、萩東中）、山﨑裕
ゆ う き

基（2年、萩西中）、山根元
げ ん き

貴（3年、萩東中）、森田浩
こうへい

平（3年、長門市）、 縄田知
ともひろ

裕（3年、山口市）

　11 月 19 日に行われた山口県中学校駅伝大会で
２位となり、２年連続３回目の全国大会出場

　

萩
市
在
住
の
陶
芸
家
渋し
ぶ
や谷

英え
い
い
ち一

さ
ん

（
椿
、
32
歳
）
の
「
黒こ
く
さ
い
き

彩
器
」
が
、
伝
統

あ
る
「
長
ち
ょ
う
ざ三

賞
常と
こ
な
め滑

陶
芸
展
」
で
第
30

回
記
念
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
陶
芸
展
は
、
愛
知
県
常
滑
市
の
名

誉
市
民
第
１
号
で
あ
る
伊い

な奈

長ち
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
氏
が
、
陶
芸
の
振

興
を
目
的
に
寄
付
を
し
た
基

金
に
よ
り
、
常
滑
市
が
隔
年

で
開
催
す
る
陶
芸
の
全
国
公

募
展
で
す
。
30
回
目
を
迎

え
た
今
回
は
、
全
国
か
ら

３
４
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

渋
谷
さ
ん
は
、「
大
変
名
誉
あ
る
賞
を

い
た
だ
い
た
。
今
後
も
手
を
抜
く
こ
と
な

く
作
陶
に
精
進
し
た
い
」
と
意
欲
を
表
し

て
い
ま
し
た
。

第 30 回記念大賞「黒
こくさいき

彩器」

▷前列左から、長安一
か ず き

樹（３年）、神㟢裕
ひろし

（３年）、大田敦
あ つ し

士
（３年）、内田祐

ゆ き や

紀哉（３年）
▷後列左から、中村駆

かける

（２年）横山恒
つ ね ゆ き

之（２年）、長岡岬
こ う た

汰
（２年）、内山智

と も き

貴（２年）、金子宗
し ゆ う と

豊（２年）

◆壮行式
▷ 12 月 16 日（金） 　午後１時〜
▷市民館大ホール
◆全国大会第１回戦（大会初日、第1試合）

▷ 12 月 27 日（火）　 正午〜
▷対戦校＝東京高校（東京都）
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11
月
19
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
見
島
沖

で
、
漁
業
と
遊
漁
の
秩
序
あ
る
漁
場
利
用
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
俳
優
の
松
方
弘
樹
さ
ん
の
参
加
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
国
的
に
注
目
を

浴
び
る
こ
の
大
会
に
、
全
国
各
地
か
ら
20

チ
ー
ム
、
54
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

荒
天
の
影
響
で
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
３
日

間
の
み
の
開
催
と
な
り
、
大
物
は
釣
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
23
・
４
㎏
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を

は
じ
め
、
コ
シ
ナ
ガ
マ
グ
ロ
や
タ
イ
な
ど
の

釣
果
が
あ
り
ま
し
た
。

見
島
沖
で
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
１
本
釣
り

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

福
栄
地
域
産
廃
処
分
場
の
建
設
に
反
対
す

る
「
萩
・
福
栄 

水
と
命
を
守
る
会
」（
塩し
お
た
に谷

正ま
さ
と人

会
長
）
が
11
月
19
日
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

で
講
演
会
を
開
催
し
、
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

講
師
の
浮う
き
た田

正ま
さ
お夫

山
口
大
学
名
誉
教
授

は
、
水
環
境
の
現
状
に
つ
い
て
、「
都
市
の

過
度
な
経
済
効
率
の
追
求
は
生
態
系
と
自
然

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
結
果
的
に
生
物
の

生
産
性
の
低
下
（
＝
漁
獲
量
の
低
迷
）
を
招

く
。
こ
れ
か
ら
は
、
人
と
自
然
と
の
共
生
・

調
和
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
訴

え
ま
し
た
。

「
萩
・
福
栄 

水
と
命
を
守
る
会
」
講
演
会
を
開
催

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
時
代
ま
つ
り

９
万
２
０
０
０
人
の
人
出
で
賑
わ
う
！

１位となったチーム デルタ（山口県）

　

メ
イ
ン
会
場
の
中
央
公
園
で
は
、
市
内
の

農
林
水
産
物
等
が
一
堂
に
集
結
し
、
萩
を
ま

る
ご
と
楽
し
み
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
購
入

し
た
市
内
各
地
域
の
特
産
品
を
両
手
に
抱
え

な
が
ら
販
売
ブ
ー
ス
を
巡
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
わ
れ
た
む
つ
み
出
身

の
歌
手
叶
か
の
う

純
子
さ
ん
の
歌
声
も
響
き
わ
た

り
、会
場
全
体
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

13
日
は
萩
時
代
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
好

天
の
中
、
６
万
２
０
０
０
人
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
古
萩
町
や
平
安
古

備
組
の
大
名
行
列
な
ど
総
勢
約
７
０
０
人
が

中
央
公
園
か
ら
金
谷
天
満
宮
を
目
指
し
て
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
ま
る
で
江
戸
時
代
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
11
月
７
日
に
「
萩
観

光
シ
ン
ボ
ル
レ
デ
ィ
ー
」
に
決
定
し
た
小
田

彩あ
や

さ
ん
（
土
原
）、
金
子
美
樹
さ
ん
（
南
片

河
町
）
の
２
人
が
初
仕
事
を
迎
え
、
時
代
パ

レ
ー
ド
で
は
沿
道
に
笑
顔
で
応
え
ま
し
た
。

２
年
間
、
萩
市
の
顔
と
し
て
市
内
外
の
観
光

行
事
に
参
加
し
、萩
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

小田さん（左）「生まれも育ちも

萩市、歴史ある萩を PR したいで

す」、金子さん（右）「萩の魅力を

多くの人に伝えていきたいです」

会場を盛り上げた叶

純子さんのステージ

総勢７００人が参加した時代パレード

11
月
12
日
〜
13
日

11
月
13
日

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

時
代
ま
つ
り
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11
月
23
日
、
秋
の
む
つ
み
路
を
駆
け
抜
け

る
む
つ
み
縦
走
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市

内
外
か
ら
31
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
昭
和
39
年
に
始
ま
り
、
今
年
で

48
回
目
。

　

高
校
・
一
般
Ａ
の
部
は
、
24
・
45
㎞
の
５

区
間
、
中
学
校
・
一
般
Ｂ
の
部
は
19
・
18
㎞

の
６
区
間
を
走
り
ま
す
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が

激
し
く
、
標
高
は
低
い
所
で
約
２
２
０
m
、

高
い
所
で
３
５
０
m
と
高
低
差
が
あ
る
厳
し

い
コ
ー
ス
で
す
が
、
中
学
校
の
部
に
出
場
し

た
萩
東
中
陸
上
部
は
、
全
区
間
賞
を
独
占
す

る
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

む
つ
み
縦
走
駅
伝
大
会

　

萩
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
萩
も
の
し
り
博
士
検
定
が
11
月
27
日
、

山
口
福
祉
文
化
大
学
を
は
じ
め
、
市
内
各
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
7
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
修
士
課
程

に
小
・
中
学
生
５
人
が
挑
戦
す
る
な
ど
、
市

内
外
か
ら
合
計
１
８
０
人
が
挑
戦
し
ま
し

た
。

　

修
士
課
程
は
89
人
が
受
験
し
85
人
が
合

格
、
修
士
課
程
合
格
者
が
挑
戦
す
る
博
士
課

程
は
34
人
が
受
験
し
８
人
が
合
格
、
子
ど
も

検
定
は
57
人
が
受
験
し
43
人
が
そ
れ
ぞ
れ
合

格
し
ま
し
た
。　

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
に
１
８
０
人
が
挑
戦

　

11
月
20
日
、「
子
育
て
文
化
創
造
フ
ェ
ス

タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
と
子
育
て
文
化
創
造
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
の
主
催
で
平
成
20
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
で
親
子
が
一
緒
に
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
、メ
イ
ン
会
場
と
な
っ
た
萩
市
で
は
、

市
役
所
裏
で
萩
光
塩
学
院
高
等
学
校
書
道
部

に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
子
育
て
を
テ
ー
マ
に
し
た

作
品
を
完
成
さ
せ
た
ほ
か
、
観
光
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
に
よ
る
紙
芝
居
な
ど
、
萩
な
ら
で
は
の

催
し
で
親
子
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

子
育
て
文
化
創
造
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

○優勝　中津江ママさん

萩市民秋季バレーボール大会
　11 月 27 日に市民体育館で開催され、10 チー
ムが参加しました。

書道パフォーマンス

○松下村塾出身の山田顕
あ き よ し

義が創立にかかわった大学
はどの大学でしょう？
　　①獨協大学　　　②拓殖大学　　　③日本大学

子ども博士検定問題集から
○萩市の重要伝統的建造物群保存地区に選定されて
いる地区数は全国で何番目に多いでしょう？
　　①１番目　　　②２番目　　　③３番目
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皆
さ
ん
の
中
に
は
認
知
症
の
ご
家
族
の

お
世
話
を
さ
れ
て
い
る
方
や
、ご
家
族
が
、

あ
る
い
は
ご
自
身
が
認
知
症
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
・
・
・
と
不
安
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
今

回
は
そ
の
よ
う
な
方
に
希
望
が
持
て
る
情

報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
認
知
症
に
新
し
い
薬
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症（
以
下「
認

知
症
」）
の
治
療
薬
は
、
こ
れ
ま
で
１
種

類
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
た
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
治
療
薬
は
内
服

薬
が
２
種
類
、
外
用
薬
（
貼
り
薬
）
が
１

種
類
で
す
。
貼
り
薬
が
で
き
た
こ
と
で
薬

の
服
用
を
拒
み
、
吐
き
出
し
た
り
す
る
患

者
さ
ん
に
も
投
与
す
る
こ
と
が
容
易
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
薬
が
効
く
仕
組
み
に
違
い
が
あ

る
た
め
、【
図
１
】
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で

服
用
し
て
い
た
薬
に
上
乗
せ
し
て
投
与
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
改
善
が
示
さ
れ
た

薬
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
薬
は
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
理
解
し
て
使
用
し
、
他
の
薬

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
や
、
生
活
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
は
ご
自
分
で
症
状
を
伝
え
る

の
が
難
し
い
場
合
が
多
い
の
で
、「
認
知

症
」
の
診
療
経
験
が
豊
富
な
医
師
の
も
と

で
治
療
を
受
け
ら
れ
る
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。

②
「
認
知
症
」
発
症
前
の
異
常
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
！

　
「
認
知
症
」
は
、
脳
内
に
異
常
タ
ン
パ

ク
（
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
）
が
蓄
積
す
る
➡
神

萩
市
国
民
健
康
保
険 

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー 　

０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１

76

医師：中山 隆安

弥富診療センター所長

経
（
シ
ナ
プ
ス
）
の
障
害
が
起
こ
る
➡
脳

が
萎
縮
し
始
め
る
➡
記
憶
障
害
が
現
れ

る
、
と
い
う
順
番
で
進
行
し
ま
す
。

　

研
究
の
レ
ベ
ル
で
す
が
、【
図
２
】
の

（　

）
で
示
す
検
査
に
よ
っ
て
、
症
状
が

現
れ
る
前
の
早
い
時
期
の
異
常
を
検
出
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
症
状
が
現
れ
る

10
年
以
上
前
か
ら
異
常
が
現
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
使
用
で
き
る
治
療
薬
は
、
す
べ
て
記

憶
の
障
害
を
改
善
す
る
も
の
で
、
原
因
を

取
り
除
く
も
の
で
は
な
い
た
め
、
薬
を
使

用
し
て
い
て
も
治
癒
す
る
こ
と
は
な
く
、

病
気
は
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
検
査
で
「
認
知
症
」
に
な
る

前
の
状
態
を
診
断
し
治
療
を
始
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
原
因
と
な
る
異
常
タ
ン

パ
ク
の
蓄
積
や
神
経
障
害
を
防
ぎ
、「
認

知
症
」
を
発
症
さ
せ
な
い
こ
と
が
可
能
に

な
る
で
し
ょ
う
。

　

認
知
症
研
究
の
成
果
の
一
端
を
ご
報
告

し
ま
し
た
。
こ
の
分
野
の
研
究
は
ま
す
ま

す
加
速
し
て
お
り
、
治
る
認
知
症
が
増
え

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

図１ 認知症の治療薬の上乗せ効果

図２ 認知症の経過と検査異常

異常

進行・悪化

未病期 認知症軽度
認知傷害

アミロイドβ
（RET、髄液）

記憶障害

脳萎縮
（MRI）

シナプス傷害
（FDG-PET、fMRI）
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萩
市
成
人
式
は
１
月
２
日

　

新
成
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。
な
お
、

当
日
は
案
内
状
を
忘
れ
ず
に
持
参

し
、受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

平
成
24
年
１
月
２
日

（
月
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
（
受
付
０
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

平
成
３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

■
内
容

◦
式
典　

１
時
30
分
〜

◦
記
念
撮
影　

２
時
15
分
〜
地
区

ご
と
に
グ
ル
ー
プ
撮
影

◦
は
た
ち
の
広
場　

２
時
15
分
〜

３
時
30
分

　

地
元
の
若
者
が
立
ち
上
げ
た

「
企
画
・
運
営
委
員
会
」
が
、
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
、
は
た
ち
の
夢
風
船

な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

萩
図
書
館
の
年
末
年
始
の

開
館
時
間

　

萩
図
書
館
は
年
末
年
始
も
休
ま

ず
に
開
館
し
ま
す
。
た
だ
し
、
12

月
28
日（
水
）か
ら
１
月
４
日（
水
）

ま
で
は
開
館
時
間
を
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
変
更
し
ま

す
。

　

児
童
館
内
の
わ
く
わ
く
子
ど
も

図
書
館
は
12
月
27
日（
火
）か
ら
１

　
　
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

赤
間
硯
・
墨
、
お
い
こ
ハ
ン
テ
ン
、

オ
ー
デ
ィ
オ
ラ
ッ
ク
、
学
習
机
、
加

湿
機
、
着
物
（
訪
問
着
）、
草
刈
機
、

鯉
の
ぼ
り
用
の
柱
、
五
月
人
形
、
食

器
洗
い
乾
燥
機
、
砂
時
計
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
、
整
理
ダ
ン
ス
、
漬
物

用
か
め
、
テ
レ
ビ
、
灯
油
缶
、
一
人

用
ソ
フ
ァ
、
蒸
し
器
、
餅
つ
き
機
、

ロ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア
ー
、
和
室
用

テ
ー
ブ
ル

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

エ
ア
コ
ン
、
介
護
ベ
ッ
ト
、
家
庭
用

金
庫
、
台
車
、
日
本
刀
の
模
造
品
、

結
納
セ
ッ
ト

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
ス
リ
ッ
パ
作
り
講
座

■
と
き  

平
成
24
年
１
月
22
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

■
内
容　

古
布
を
使
っ
て
ス
リ
ッ
パ

作
り

■
定
員　

10
人
程
度

▽
参
加
料　

１
０
０
円（
材
料
費
別
）

▽
申
込
先　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日
、
12
月
28
日
（
水
）
〜
１

月
４
日
（
水
）

月
５
日
（
木
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。

■
年
末
年
始
休
止
す
る
サ
ー
ビ
ス

◦
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト
の
受
付

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

◦
予
約
本
の
貸
出
連
絡

※
喫
茶
・
軽
食
コ
ー
ナ
ー
は
午

前
11
時
〜
午
後
３
時
、
食
事
メ

ニ
ュ
ー
は
休
み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
の
状

況
で
、「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
の
登
載
を
行
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
12
月
15
日
に
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
萩
市
農
業
委
員
会（
萩
市
全
域
）

の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
４
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

③
農
地
の
耕
作
面
積
が
10
ａ
以
上

で
、
耕
作
を
営
む
方
お
よ
び
同
居

の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
の
業

務
に
従
事
す
る
方

■
記
入
方
法　

現
況
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
申
請
書
に
、
資
格
が
な
く

な
っ
た
方
は
抹
消
し
、
新
た
に
資

格
を
有
し
た
方
は
追
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
方
法　

平
成
24
年
１
月
10

日
ま
で
に
、
申
請
書
を
萩
市
農
業

委
員
会
へ
提
出

問
い
合
わ
せ

萩
市
農
業
委
員
会

（
２
５
・
３
４
０
５
）

電
話
加
入
権
の
売
却

■
種
類

◦
Ｉ
Ｎ
Ｓ
回
線　

15
回
線

◦
ア
ナ
ロ
グ
回
線　

５
回
線

■
価
格　

１
万
円
（
１
回
線
）

■
申
込
期
間　

12
月
15
日
〜
平
成

24
年
１
月
16
日
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

財
産
管
理
課
備
え

付
け
の
申
込
書
に
記
入
し
、
本
人

確
認
書
類
を
提
示
（
別
途
譲
渡
承

認
手
数
料
８
４
０
円
が
必
要
）

申
し
込
み

財
産
管
理
課
（
２
５
・
３
１
４
３
）
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布
な
ど
を
巻
き
、

さ
ら
に

ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
を

巻
く
と
効

果
的
で
す
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、
毛
布

や
布
き
れ
な
ど
を
入
れ
、
ま
わ
り

を
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
保
温
し
て
く

だ
さ
い
。

■
凍
結
し
た
場
合

　

自
然
に
と
け
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。
熱
湯
な
ど
を
急
に
か
け

る
と
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
破
裂
し
た
場
合

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ

ル
ブ
を
右
に
ま
わ
し
て
水
を
止
め

る
か
、
破
裂
部
分
に
布
な
ど
を
巻

き
、
針
金
や
ヒ
モ
で
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
を
済
ま
せ
た
ら
、
市

の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館　

紙
芝
居
・
民
話
の
上
演

萩
反
射
炉
の
調
査
期
間
延
長

　

現
在
、
史
跡
萩
反
射
炉
の
修
理

方
法
を
検
討
す
る
た
め
、
反
射
炉

周
囲
に
足
場
を
設
置
し
現
況
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
調
査
期
間

延
長
の
た
め
、
平
成
24
年
２
月
末

ま
で
立
入
禁
止
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
25
年

度
に
か
け
て
、
保
存
修
理
工
事
を

行
う
た
め
、
工
事
用
の
足
場
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。
長
期
間
に
わ

た
り
足
場
が
設
置
さ
れ
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
階
段
を
上
っ
た
東
屋
周

辺
か
ら
遠
景
で
反
射
炉
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課（
２
５
・３
６
５
４
）

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

気
温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な

る
と
、
防
寒
の
不
備
な
水
道
管
は

水
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
に
よ
り
給
水
装
置
が
破
損

し
た
場
合
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

■
防
寒
の
方
法

①
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
に
は
、保
温
材
や
毛
布
、

萩
市
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
（
案
）

　

全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
す
る

中
、
萩
市
に
お
い
て
も
近
隣
住
民

か
ら
危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家

に
関
す
る
苦
情
等
の
問
題
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て

適
正
な
管
理
を
促
す
こ
と
を
目
的

に
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

３
月
議
会
に
諮
る
た
め
、
条
例

案
を
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
条
例
案
の
概
要

◦
倒
壊
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ

る
危
険
な
状
態
等
に
あ
り
、
周
辺

に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
空
き
家

の
所
有
者
等
に
対
し
て
、
実
態
調

査
の
上
、
必
要
な
助
言
、
指
導
、

勧
告
、
命
令
を
行
い
ま
す
。

◦
所
有
者
等
が
改
善
を
行
わ
な
い

場
合
は
、
公
表
を
行
う
。
そ
れ
で

も
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
代
執

行
が
で
き
る
旨
を
規
定
。

◦
必
要
に
応
じ
て
警
察
等
関
係
機
関

に
対
し
て
協
力
要
請
を
行
い
ま
す
。

萩
市
地
震
防
災
マ
ッ
プ
（
ゆ

れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
）（
案
）

　

市
で
は
、
旧
基
準
に
よ
り
建
築

さ
れ
た
建
築
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

進
め
る
た
め
、
平
成
20
年
２
月
に

「
萩
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を

策
定
し
「
地
震
防
災
マ
ッ
プ
」
の

作
成
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
耐
震
化
率
の
向
上
お

よ
び
地
震
防
災
対
策
の
啓
発
の
た

め
の「
萩
市
地
震
防
災
マ
ッ
プ（
ゆ

れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
）」
を
作
成
す

る
た
め
、
マ
ッ
プ
案
を
公
表
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

■
マ
ッ
プ
案
で
示
す
内
容

◦
マ
ッ
プ

　

萩
市
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
活
断
層
に
よ
る
地
震
に

つ
い
て
、
①
田
万
川
・
須
佐
地
域
、

②
む
つ
み
・
福
栄
地
域
、
③
萩
地

域
、
④
川
上
・
旭
地
域
の
各
地
域

別
に
、
想
定
さ
れ
る
最
大
震
度
を

示
し
、
地
震
時
予
定
避
難
場
所
等

を
明
記

◦
地
震
防
災
対
策
啓
発
資
料

地
震
の
揺
れ
と
被
害
、
地
震
に
備

え
て
、
地
震
が
起
き
た
ら
、
災
害

時
の
情
報
入
手
・
連
絡
方
法
等

■
募
集
期
間　

ど
ち
ら
も
12
月
15

日
（
木
）
〜
平
成
24
年
１
月
16
日

（
月
）

■
閲
覧
場
所

市
役
所
本
庁
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
建
築
課
、
各
総
合
事
務
所

産
業
振
興
部
門
、
萩
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

■
提
出
方
法　

建
築
課
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
備
え

付
け
の
意
見
提
出
用
紙
（
萩
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
、
持
参

※
提
出
さ
れ
た
意
見
お
よ
び
市
の

考
え
方
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

提
出
先

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
建

築
課
（
２
５
・
３
６
９
３
、Ｆ
Ａ
Ｘ

２
６
・
５
７
２
２
、メ
ー
ルkenti

ku@
city.hagi.lg.jp

）
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萩
に
ま
つ
わ
る
話
を
楽
し
い
紙

芝
居
や
民
話
に
し
て
語
り
継
い
で

い
ま
す
。
毎
週
土
曜
日
に
上
演
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
と
き　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

30
分
か
ら
約
30
分
間
（
12
月
31
日

（
土
）
は
休
み
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

■
演
目　

紙
芝
居
「
至
誠
の
人

吉
田
松
陰
」「
萩
城
物
語
」
ほ
か
、

民
話
「
田
の
中
の
き
つ
ね
」
ほ
か

■
語
り
手　

民
話
語
り
部
班

※
萩
博
物
館
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は
年
末

年
始
も
営
業
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
事
務
局

（
２
５
・
３
１
７
７
）

求
職
者
支
援
制
度

　

今
年
10
月
か
ら
「
求
職
者
支
援

制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
求
職
者
支
援
制
度
」
と
は
、
雇

用
保
険
が
受
給
で
き
な
い
求
職
者

の
方
が
、
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
早
期
就
職
を

目
指
す
た
め
の
制
度
で
す
。

　

本
人
の
収
入
が
月
８
万
円
以

下
、
世
帯
全
体
の
収
入
が
月
25
万

円
以
下
、
世
帯
全
体
の
金
融
資
産

が
３
０
０
万
円
以
下
等
の
一
定
の

要
件
を
満
た
す
方
に
、
訓
練
期
間

中
、
給
付
金
（
月
額
10
万
円
等
）

を
支
給
し
ま
す
。

■
内
容　

◦
職
業
訓
練（
求
職
者
支
援
訓
練
・

公
共
職
業
訓
練
）

※
受
講
料
は
無
料
、
テ
キ
ス
ト
代

等
は
自
己
負
担
で
す
。

◦
訓
練
期
間
中
お
よ
び
訓
練
後
の

就
職
支
援

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩
求
職
者
支
援
窓

口
（
２
２
・
０
７
１
４
）

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た

ら
ご
協
力
を

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被

害
に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な

い
。
納
得
で
き
な
い
」。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
、
検
察
官
の
行
っ
た

処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を

審
査
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審

査
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
審

査
を
し
ま
す
。

　

審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
裁
判
所
萩
支
部
内
萩
検

察
審
査
会
事
務
局

（
２
２
・
０
０
４
７
）

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
市
民
活
動

ね
っ
と
」
シ
ン
ボ
ル
・
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
市
民
活
動

ね
っ
と
」
は
、
行
政
と
市
民
活
動

団
体
等
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
萩
市
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」
の
運
営
や

市
民
活
動
団
体
等
の
交
流
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
身
近
な
存
在
と
し

て
よ
り
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
る

た
め
に
シ
ン
ボ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
募
集
し
、
広
報
誌
や
各
種

印
刷
物
、
グ
ッ
ズ
な
ど
に
使
用
し

ま
す
。

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

■
応
募
方
法　

シ
ン
ボ
ル
・
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（
メ
ー
ル
応
募
の
方
の
み
）
を

記
入
の
う
え
、
官
製
は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
応
募

※
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
点

と
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
、
自
作
・
未
発
表

の
も
の
に
限
り
、
採
用
さ
れ
た
作

品
の
著
作
権
な
ど
一
切
の
権
利
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
市
民
活
動
ね
っ
と

に
帰
属
し
ま
す
。

■
表
彰　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、

審
査
員
特
別
賞
（
各
１
点
）
に
は

表
彰
状
と
副
賞
を
贈
呈

■
応
募
期
限　

平
成
24
年
１
月
20

日
（
金
）
必
着

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
４
６　

萩
市

大
字
西
田
町
５
番
地　

萩
市

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
結
」
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
萩
市
民
活
動
ね
っ

と
（
２
４
・
０
１
６
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
４
・
０
１
６
２
、
メ
ー
ルsika

tu-center@
haginet.ne.jp

）

市
営
住
宅
入
居
者

　

市
報
11
月
１
日
号
で
入
居
者
を

募
集
し
ま
し
た
が
、
住
宅
に
空
き

が
あ
る
た
め
追
加
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

12
月
15
日
〜
募
集

戸
数
に
達
す
る
ま
で

■
申
込
方
法　

建
築
課
・
お
よ
び

各
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
備

え
付
け
の
入
居
申
請
書
を
提
出

住宅名 住宅
種別

募集
戸数

単身
入居

入居
階 構造 間取り 家　賃 駐車場

使用料
堂河内

（川上） 公営 １ × 入口
1階

木造
２階 3LDK 17,400〜25,900円 無料

三明
（田万川） 一般 1 ○ 1階 木造 2DK 　30,000円 無料
おそ吹原

（田万川） 特公賃 １ × 入口
1階

木造
２階 2DK 30,000〜45,000円 1,000円

本町上
（須佐） 公営 １ × 入口

1階
木造
２階 3LDK 20,200〜30,000円 1,000円

山根丁東
（須佐） 公営 １ ○ 1階 木造 2DK 15,100〜22,400円 1,000円

■住宅名、家賃等
申
し
込
み

萩
市
建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
産
業
振
興

部
門
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大
島
ま
る
ま
る
体
験
ツ

ア
ー

　

大
島
の
元
気
な
ね
え
さ
ま
と
一

緒
に
、
大
島
特
産
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

の
収
穫
体
験
や
郷
土
料
理
の
ラ
ン

チ
で
、
島
の
一
日
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

平
成
24
年
１
月
22
日

（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

※
集
合　

萩
商
港
（
浜
崎
）
午
前

10
時
30
分
、
定
期
船
11
時
発

■
と
こ
ろ　

大
島

■
内
容　

大
島
特
産
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
収
穫
体
験
、
郷
土
料
理
の

ソ
バ
団
子
の
金
持
ち
汁
と
イ
カ
飯

作
り
、
島
内
散
策
、
特
産
品
の
販

売■
参
加
料　

中
学
生
以
上

２
０
０
０
円
、
小
学
生
１
０
０
０

円
、
幼
児
無
料
（
昼
食
代
含
む
）

※
別
途
往
復
船
賃
（
大
人
７
８
０

円
、
中
学
生
５
６
０
円
、
小
人

４
０
０
円
）、
萩
商
港
に
駐
車
さ

れ
る
場
合
は
駐
車
料（
３
０
０
円
）

が
必
要
で
す
。

■
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

大
島
元
気
な
ね
え
さ
ま

の
会申

し
込
み

１
月
13
日
ま
で
に
、
大
島
公
民
館

（
２
８
・
０
５
９
５
）
へ

萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
研

修
生

　

市
で
は
、
柑
き
つ
栽
培
を
目
指

す
新
規
就
農
者
を
対
象
に
研
修
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
で
２
年

間
栽
培
研
修
を
行
い
、
柑
き
つ
農

家
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。
研
修
費
と
し
て
月
額

12
万
円
程
度
を
助
成
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
研
修
を
開
始

し
２
人
の
方
が
就
農
さ
れ
、
現
在

２
人
の
方
が
研
修
中
で
す
。

■
募
集
人
数　

1
人

■
資
格　

柑
き
つ
栽
培
を
目
指
す

新
規
就
農
者
で
原
則
と
し
て
45
歳

未
満
の
方

■
研
修
期
間　

平
成
24
年
４
月
１

日
〜
26
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

■
研
修
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
週
３
日
）

■
研
修
内
容　

柑
き
つ
栽
培
技
術

の
習
得

■
選
考
方
法　

面
接

申
し
込
み

平
成
24
年
１
月
11
日
ま
で
に
、
柑

き
つ
振
興
課
（
２
５
・
４
１
９
１
）

へ

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

①
小
坂
鉱
山（
秋
田
県
）の
経
営

　

明
治
17
年
（
１
８
８
４
）、
秋

田
県
小
坂
鉱
山
の
払
い
下
げ
を
受

け
ま
し
た
が
、
銀
鉱
石
（
土
鉱
）

減
少
と
日
清
戦
争
後
の
不
況
、
金

本
位
制
移
行
に
よ
る
銀
価
暴
落

は
、
鉱
山
経
営
の
危
機
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
旧
萩
藩
主
毛
利
家
か

ら
の
金
融
援
助
で
危
機
を
切
り
抜

け
、
自じ
よ
う熔
製
錬
と
い
う
黒
く
ろ
こ
う鉱
製
錬

技
術
の
開
発
に
よ
っ
て
銅
山
と
し

て
再
生
、
日
本
屈
指
の
産
銅
量
を

誇
り
ま
し
た
。

小坂鉱山電錬場全景

大森鉱山清水谷精錬所

藤田組が購入した米国製トラクター

③
児こ
じ
ま島

湾（
岡
山
県
）の
干
拓

　

明
治
22
年（
１
８
８
９
）藤
田
伝

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

■
年
末
年
始　

萩
博
物
館
は
年
末

年
始
も
開
館
し
て
い
ま
す
（
天
体

観
望
室
は
12
月
31
日
休
館
）

三
郎
に
岡
山
県
児
島
湾
干
拓
の
起

工
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
が
、
治

水
・
漁
業
等
の
面
か
ら
地
元
住
民

と
の
調
整
に
年
月
を
費
や
し
、
明

治
31
年（
１
８
９
８
）に
至
り
起
工

許
可
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
干
拓
工

事
に
着
手
し
、
工
事
の
進
行
に
つ

れ
、
６
０
０
町
歩
余（
５
９
５
ha
）

に
日
本
最
初
の
直
営
機
械
化
農
場

を
開
設
、
藤
田
組
に
よ
る
農
場
経

営
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
元

年（
１
９
１
２
）児
島
湾
干
拓
第
二

区
が
竣
工
、
興こ
う

除じ
ょ
そ
ん
村
に
編
入
し
た

一
部
を
除
き
藤
田
村
（
現
在
、
岡

山
市
）
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

ー
藤
田
伝
三
郎
と
そ
の
時
代
ー

　

明
治
20
年（
１
８
８
７
）、島
根

県
大
森
鉱
山（
石
見
銀
山
）全
鉱
区

を
買
収
、
操
業
を
開
始
し
ま
し

た
。
明
治
30
年
代
に
入
っ
て
銅
富

鉱
が
発
見
さ
れ
る
と
、
明
治
34

年
（
１
９
０
１
）
排
水
に
改
良
が

加
え
ら
れ
、
発
電
所
や
選
鉱
場
が

完
成
し
ま
し
た
。
鉱
石
を
熔
鉱
炉

で
熔
か
し
て
金
・
銀
を
含
む
型
銅

を
つ
く
り
、
小
坂
鉱
山
に
送
っ
て

い
ま
し
た
。
鉱
業
権
は
平
成
18
年

（
２
０
０
６
）
に
島
根
県
に
譲
与

さ
れ
、
現
在
、
石
見
銀
山
は
世
界

遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
大
森
鉱
山（
島
根
県
）の
復
興

藤
田
伝
三
郎
翁
生
誕
１
７
０
年
記
念

藤
田
伝
三
郎
創
設

藤
田
組
の
３
大
事
業
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

員■
主
な
活
動

◦
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
推
進
活

動
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど

◦
英
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

情
報
発
信
、
歴
史
遺
産
の
調
査
、

講
演
会
の
開
催
、
花
の
植
栽
、
紙

芝
居
の
上
演
な
ど

◦
萩
博
物
館
学
芸
員
の
サ
ポ
ー
ト

（
民
俗
・
歴
史
ほ
か
）

※
活
動
内
容
の
詳
細
は
、
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
会
費　

入
会
金
１
０
０
０
円
、

年
会
費
２
０
０
０
円

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

萩
博
物
館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
事
務
局

（
２
５
・
３
１
７
７
）

ビ
ビ
ッ
と
感
じ
て
！
萩
・

石
見
空
港
エ
リ
ア
体
感

コ
ー
ス

　

萩
・
石
見
空
港
で
は
、
県
外
か

ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
的

に
、
圏
域
の
住
民
の
方
が
推
薦
す

る
萩
・
石
見
空
港
エ
リ
ア
な
ら
で

は
の
旅
の
楽
し
み
方
を
導
く
た

め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
感
コ
ー
ス
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

個
人
、
学
校
、
仲

間
同
士
、
旅
行
関
係
者
、
任
意
団

体
等

■
募
集
条
件　

①
萩
・
石
見
空
港

発
着
で
あ
る
こ
と
、
②
お
勧
め
ス

ポ
ッ
ト
を
１
つ
以
上
組
み
込
む
こ

と
、
③
圏
域
の
宿
泊
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
、
④
移
動
は
、
バ
ス
、

レ
ン
タ
カ
ー
、
Ｊ
Ｒ
、
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
こ
と

■
副
賞　

◦
最
優
秀
企
画
（
１
本
）
に
は
萩
・

石
見
空
港
〜
羽
田
空
港
の
ホ
テ
ル

付
き
往
復
航
空
券
ペ
ア
１
組

◦
優
秀
企
画
（
５
本
）
に
は
利
用

圏
域
の
特
産
品
５
０
０
０
円
分

申
し
込
み

平
成
24
年
１
月
31
日
ま
で
に
、萩
・

石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進
協
議

会（
０
８
５
６
・
２
３
・
０
９
９
０
）

へ防
災
力
ア
ッ
プ
講
座

〜
男
女
双
方
の
視
点
を
入
れ
た
防

災
活
動
の
す
す
め
〜

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ

１
年
。
男
性
も
女
性
も
防
災
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
緊
急
な
災
害

時
に
お
い
て
も
共
同
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
な
、
男
女
が
共
に
支
え

あ
う
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。 

■
と
き　

平
成
24
年
１
月
14
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題　
「
防
災
力
ア
ッ
プ
講
座

〜
男
女
双
方
の
視
点
を
入
れ
た
防

災
活
動
の
す
す
め
〜
」

■
講
師　

浅
野
幸さ
ち
こ子
（
全
国
地
域

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
事
務
局
・

研
究
員
、
早
稲
田
大
学
「
地
域
社

会
と
危
機
管
理
研
究
所
」
客
員
研

究
員
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

中
央
公
民
館
親
学
講
座

　

乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

■
と
き　

平
成
24
年
１
月
12
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
講
師　

萩
市
消
防
本
部
職
員

■
内
容　

乳
幼
児
の
救
命
講
習

■
定
員　

乳
幼
児
と
保
護
者
20
組

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）。

　
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

イ
タ
リ
ア
・
フ
ァ
エ
ン
ツ
ァ
出

身
の
芸
術
家
、
グ
ェ
ッ
リ
ー
ノ
・

ト
ラ
モ
ン
テ
ィ
（
１
９
１
５
ー

１
９
９
２
）
の
日
本
で
初
め
て
と

な
る
本
格
的
な
回
顧
展
で
す
。

　

ト
ラ
モ
ン
テ
ィ
が
生
み
だ
し
た

作
品
は
、彫
刻
、テ
ラ
コ
ッ
タ
（
素

焼
き
の
彫
刻
）、
陶
芸
、
絵
画
と

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。な
か
で
も
、

マ
ヨ
リ
カ
焼
の
技
法
を
駆
使
し
て

　

本
展
で
は
、
初
期
か
ら
最
晩
年

ま
で
の
活
動
の
軌
跡
を
約
１
５
０

点
の
作
品
で
た
ど
り
な
が
ら
、
一

作
家
の
多
彩
な
創
造
の
全
貌
に
迫

り
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日（
１
月
２
日
、

９
日
は
開
館
）、
年
末
年
始
（
12

月
26
日
〜
平
成
24
年
１
月
１
日
）

平
成
24
年
２
月
12
日（
日
）ま
で≪猫と文字≫ c.1979

申
し
込
み

平
成
24
年
１
月
５
日
ま
で
に
、
中

央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）

へ

つ
く
り
出
さ
れ
た
色
鮮
や

か
な
額
皿
や
、
彫
刻
的
な

量
感
の
あ
る
フ
ォ
ル
ム
に

結
晶
が
浮
き
出
る
釉
薬
を

施
し
た
器
物
、
色
彩
と
厚

手
の
ガ
ラ
ス
釉
を
組
み
合

わ
せ
た
陶
盤
な
ど
は
、
ト

ラ
モ
ン
テ
ィ
独
自
の
様
式

美
を
見
て
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
巡
回
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

■
と
き　

平
成
24
年
１
月
10
日

（
火
）
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30

分■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
相
談
員　

更
生
相
談
所
の
指
定

医　■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

12
月
28
日
ま
で
に
、
福
祉
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）
へ

陸
上
長
距
離
記
録
会
（
兼

県
読
売
駅
伝
萩
市
予
選
会
）

■
と
き　

12
月
24
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
萩
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
記
録
会
種
目　

１
５
０
０
ｍ
、

３
０
０
０
ｍ
、
５
０
０
０
ｍ
（
各

種
目
と
も
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

■
参
加
資
格　

中
学
生
、高
校
生
、

大
学
生
、
一
般

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
市
陸
上
競
技
協
会

申
し
込
み

12
月
16
日
ま
で
に
、
山
口
県
立

萩
高
等
学
校
（
２
２
・
０
０
７
６
）

堀
へ

ハ
ッ
ピ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
・・・

フ
ロ
ム
Ｈ

　

田
町
商
店
街
で
行
わ
れ
る
恒
例

の
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
。
集
ま
っ
た
収
益
金
は
日

本
赤
十
字
社
へ
送
り
ま
す
。

■
と
き　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
町
商
店
街
ア
ー

ケ
ー
ド
内

■
内
容　

ア
ー
ケ
ー
ド
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
萩
焼
作
家
の
作
品

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
、
音
楽
ラ
イ

ブ
等主

催
・
問
い
合
わ
せ

田
町
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
２
６
・
２
２
０
１
）

　

萩
・
石
見
空
港
で
は
、
冬
期
限

定
で
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
す
。
夏
期
に
実
施
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
よ
り
も
助
成
額
が

倍
増
す
る
な
ど
内
容
が
充
実
し
て

い
ま
す
。

①
み
ん
な
で
行
っ
と
く
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

■
対
象
者　

３
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
利
用
の
方

■
助
成
内
容　

片
道
／
３
０
０
０

円
、
往
復
／
６
０
０
０
円
の
助
成

②
わ
く
わ
く
シ
ニ
ア
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン■
対
象
者　

月
〜
金
曜
日
に
搭
乗

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
方

■
助
成
内
容　

片
道
／
３
０
０
０

円
分
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
贈
呈

③
に
こ
に
こ
レ
デ
ィ
ー
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

■
対
象
者　

月
〜
金
曜
日
に
搭
乗

さ
れ
た
女
性
の
方

■
助
成
内
容　

片
道
／
３
０
０
０

円
分
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
贈
呈

④
サ
ポ
ー
タ
ー
企
業
応
援
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

■
対
象
者　

東
京
線
３
往
復
分
を

利
用
し
た
企
業

■
助
成
内
容　

東
京
線
１
万
円
の

次
回
利
用
券
を
贈
呈

⑤
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

■
対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

全
国
大
会
出
場
、
研
修
旅
行
参
加

等■
助
成
内
容　

片
道
／
５
０
０
０

円
、
往
復
／
１
万
円
の
助
成

⑥
ト
ク
ト
ク
乗
継
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■
対
象
者　

萩
・
石
見
空
港
か
ら

羽
田
空
港
を
経
由
し
て
国
内
線
・

国
際
線
に
搭
乗
さ
れ
た
方

■
助
成
内
容　

国
内
線
乗
継
片
道

／
３
０
０
０
円
、
国
際
線
乗
継
片

道
／
５
０
０
０
円
の
助
成

■
申
請
方
法　

搭
乗
後
、
観
光
課

備
付
け
の
申
請
書
に
、
搭
乗
券
等

の
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
萩
・

石
見
空
港
利
用
拡
大
促
進
協
議

会
事
務
局
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参

（
申
請
書
は
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

申
し
込
み

〒
６
９
８
‐
８
６
５
０　

島
根
県

益
田
市
常
盤
町
１
‐
１　

萩
・
石

見
空
港
利
用
拡
大
促
進
協
議
会

（
０
８
５
６
・
２
３
・
０
９
９
０
）

冬
期
限
定
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
！

萩・石見
空港

つ
つ
じ
年
末
感
謝
セ
ー
ル

■
と
き　

12
月
25
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
農
産
物
加
工
販
売

所
「
つ
つ
じ
」

■
内
容　

地
元
の
新
鮮
野
菜
・
花

き
・
餅
・
鏡
餅
な
ど
の
販
売
、
し

し
鍋
無
料
サ
ー
ビ
ス（
３
０
０
食
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

旭
農
産
物
加
工
販
売
所「
つ
つ
じ
」

（
５
５
・
５
０
３
１
）

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

年
末
お
魚
市

　

マ
ダ
イ
や
ブ
リ
、
ア
ワ
ビ
、
フ

グ
な
ど
年
末
年
始
用
の
魚
介
類
を

お
求
め
の
お
客
さ
ん
で
、
一
年
で

最
も
賑
わ
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
27
日
（
火
）
〜
31

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」

■
内
容　

年
末
年
始
用
の
生
鮮
魚

介
類
の
特
売
、
朝
獲
れ
鮮
魚
の
ト
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県
道
萩
秋
芳
線

県
道
萩
川
上
線

至川上至
川
上

県道萩川上線

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

○タンタンの冒険／ユニコーン号の秘密
　（２Ｄ、３D）
○神様のカルテ
○ステキな金縛り
○三銃士／王妃の首飾りとダ・ヴィンチの飛行船
　（２Ｄ）

　　　　　
上映中
上映中
12/24〜

1/7〜

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

通行規制にご協力を！

　迂回路の県道萩川上線は道路の幅が狭いため、大型
車は県道萩秋芳線をご利用ください。
■規制期間　12 月 16 日（金）午後 10 時〜平成 24
　年３月下旬（予定）
■規制内容　終日全面通行止め（歩行者も通行不可）
■迂回路　県道萩秋芳線、県道萩川上線　

 問い合わせ　萩土木建築事務所（２２・００９２）

ロ
箱
朝
市
、
特
産
い
り
こ
の
つ
か

み
ど
り
（
27
、
28
日
の
み
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

（
２
４
・
４
９
３
７
）

須
佐
特
産　

暮
の
市

■
と
き　

12
月
28
日
（
水
）
午
前

９
時
〜
10
時
30
分
（
商
品
が
な
く

な
り
次
第
終
了
）

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
広
場

■
内
容　

赤
米
を
使
っ
た
正
月
飾

り
、
餅
、
野
菜
、
弥
富
こ
ん
に
ゃ

く
、
そ
ば
な
ど
の
販
売

主
催
・
問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

内
暮
の
市
実
行
委
員
会

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

田
万
川 

暮
の
市
・
お
魚
の
市

城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
（
録
画
）

■
放
送
予
定
日
時　

12
月
23
日

（
金
・
祝
）
午
後
２
時
〜
２
時
55
分

■
放
送
局　
ｙ
ａ
ｂ
山
口
朝
日
放

送ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ
マ

　
「
山
田
顕あ

き
よ
し義
物
語
」

　

山
田
顕
義
は
、弘こ
う
か化

元
年（
１
８

４
４
）中
ノ
倉
に
生
ま
れ
、安
政
４

年（
１
８
５
７
）14
歳
の
若
さ
で
松

下
村
塾
に
入
門
。
四
境
戦
争
や
戊

辰
戦
争
で
は
討
幕
派
の
志
士
と
し

て
戦
功
を
あ
げ
ま
し
た
。
維
新
後

は
、
岩
倉
使
節
団
に
加
わ
り
欧
米

諸
国
を
視
察
し
、第
一
次
伊
藤
内
閣

で
は
司
法
大
臣
を
務
め
る
等
活
躍
。

ま
た
、
教
育
を
重
視
し
日
本
大
学

や
国
学
院
大
学
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

来
年
の
日
本
大
学
創
立
１
２
３

年
を
記
念
し
て
ス
ペ
シ
ャ
ル
ド
ラ

マ
が
放
映
さ
れ
ま
す
。
ド
ラ
マ
は

維
新
後
に
日
本
大
学
等
を
創
設
し

た
山
田
顕
義
が
少
年
時
代
を
振
り

返
る
形
で
、
松
下
村
塾
へ
の
入
門

後
、
吉
田
松
陰
、
高
杉
晋
作
ら
と

出
会
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿

を
描
い
て
い
ま
す
。

■
タ
イ
ト
ル　

新
春
歴
史
ス
ペ

シ
ャ
ル
「
知
ら
れ
ざ
る
幕
末
の
志

士　

山
田
顕
義
物
語
」

■
出
演
者　

山
田
涼
介
（
少
年

期
）、
渡
哲
也
（
晩
年
期
）、
梅
宮

辰
夫
、
泉
ピ
ン
子
ほ
か

■
放
送
予
定
日
時　

平
成
24
年
１

月
２
日
（
月
・
祝
）
午
後
３
時
30

分
〜
４
時
54
分

■
放
送
局　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
28
局
全

国
ネ
ッ
ト
（
山
口
県
で
は
ｔ
ｙ
ｓ

テ
レ
ビ
山
口
）

問
い
合
わ
せ

広
報
課
（
２
５
・
３
１
７
８
）

テ
レ
ビ
放
映
の

お
知
ら
せ

国道２６２号の道路
災害復旧工事

　

道
の
駅
「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま

が
わ
」
で
年
末
年
始
の
お
買
い
物

○
暮
の
市

▽
12
月
28
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽
地
元
食
材
、
正
月
用
品
の
販
売

○
お
魚
の
市

▽
12
月
31
日
（
土
）
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
３
時

▽
タ
イ
、
カ
ン
パ
チ
、
メ
ジ
な
ど

刺
身
の
ブ
ロ
ッ
ク
販
売

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅「
ゆ
と
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
１
５
０
）
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年末年始の各施設へのごみの搬入（午前8時30分〜午後4時30分）。
※12月31日（土）、1月1日（日）は、萩第二リサイクルセンターの休日ゴミ集積所は設置しません。

年末年始のごみ収集を、次のように変更しますのでご協力をお願いします。
なお、年末はごみの搬入で施設周辺が大変混雑しますので、早目に通常の収集日にお出しください。

※河添の資源ごみは①のみ12月29日（木）に収集します。資源ごみ②は対象ではありません。
※川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域の収集はありません。

燃やせるごみ 資源ごみ プラスチック製容器包装 燃やせないごみ
変更内容 対象地区 変更内容 対象地区 変更内容 対象地区

12月31日㈯〜1月3日㈫
の収集は休み

１月２日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈭

東田町
西田町
下五間町
吉田町
古萩町
河添①

１月２日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈭

城東
樽屋町
今魚店町
細工町
塩屋町
越ヶ浜
城東北区

１月２日
（第1月曜日）

➡
12月29日㈭

前小畑
中小畑
後小畑

１月３日
（第1火曜日）

➡
12月30日㈮

無田ヶ原
無田ヶ原口

１月３日
（第1火曜日）

➡
12月30日㈮

土原
目代
中津江
上野

１月３日
（第1火曜日）

➡
12月30日㈮

川島
橋本町
御許町
唐樋町

燃やせるごみは12月30日（金）まで通常収集します。
資源ごみ、プラスチック製容器包装、燃やせないごみ収集は下表のとおりに変更します。

■問い合わせ
環境衛生課（２５・３１４６）
各総合事務所市民窓口部門

ごみ収集業務は12月31日（土）から１月３日（月）まで休みです。

施　設　名 電話番号 ごみの種類 12月29日㈭
30日㈮

12月31日㈯〜
1月3日㈫

萩清掃工場 22・9731 燃やせるごみ ○ ×
萩リサイクルセンター 26・3196 びん・缶 ○ ×

萩第ニリサイクルセンター 24・5300 プラスチック製容器包装
資源ごみ ○ ×

田万川リサイクルセンター 08387・2・0340 × ×
大井不燃物埋立処分場 28・1308 燃やせないごみ ○ ×
田万川不燃物埋立処分場 08387・2・0340 × ×

◆スプレー缶は必ず穴をあけて出しましょう
　ごみ収集作業中、カセットボンベやスプレー缶が
原因とみられる爆発が多発しています。
　中身が入ったままのカセットボンベやスプレー缶
をそのままごみとして出すと、パッカー車への積み
込み作業中に、火災が発生することがあります。必
ず最後まで使い切り、穴を開けて出してください。
◆安全に穴を開ける方法
◦噴射口からシューという音がしなくなるまで出し
切りましょう。
◦缶切りや大手スーパーやホームセンターで販売さ
れている穴を開けるグッズをご利用ください。
■問い合わせ　環境衛生課（２５・３１４６）

使い終わったカセットボンベやスプレー缶の出し方

スプレー缶の出し方
①中を使い切り
②穴を開けて
③黄色のコンテナへ

使い捨てライターは使い
切って赤色のコンテナへ
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と　き 業　務 担 当 課 電話番号

本庁
見島支所
三見出張所
大井出張所
大島出張所

12月29日㈭・30日㈮
午前８時30分〜正午

①

□戸籍・住民登録・印鑑登録・　
外国人登録・国民健康保険・　後
期高齢者医療・年金・税務　証明
の各業務
□税・保険料・保育料・住宅使　
用料等の収納業務
※パスポートの申請、受け取り　
はできません

市民課
市民課
税務課
収納課
見島支所
三見出張所
大井出張所
大島出張所

25･3493
25･3400
25･3479
25•3209
23•3311
27•0001
28•0211
28•0584

② 水道料金・下水道使用料の収納業務 水道業務課 25•2398

③

○子ども手当、保育所入所、乳幼児・ひ
とり親家庭医療費助成等の申請
○児童扶養手当の各種変更届
○妊婦健康診査受診票交付
○乳児健康診査受診票交付

子育て支援課 25・3536

④ 下水道受益者負担金・集落排水処理
施設受益者分担金の収納業務 収納課 25•3209

本庁 12月29日㈭
午前８時30分〜正午

セーフティネット保証制度にかかる認
定業務 商工課 25•3108

田万川
総合事務所

12月29日㈭
午前８時30分〜正午 ①〜④の業務 田万川総合事務所 

市民窓口部門
 08387•
 2•0300

須佐
総合事務所

12月30日㈮
午前８時30分〜正午 ①〜④の業務 須佐総合事務所

市民窓口部門
 08387•
 6•2016

本庁、萩地域の支所・出張所は 12 月 29 日・30 日の午前中
田万川総合事務所は 12 月 29 日の午前中、須佐総合事務所は 30 日の午前中

火葬許可証の発行
死亡・出生届・その他の緊急用務

12月29日㈭
〜１月３日㈫

本庁東口、各総合事務所、支所・出張所の宿直室
（佐々並地区については佐々並分遣所）

市役所の業務は、12月29日（木）から１月３日（火）まで休みですが、
下表のとおり一部の窓口業務を取り扱います。

施　設　名 電話番号 休　館　日

萩市民病院　　　　　　 25・1200 12月29日㈭から1月3日㈫まで、外来診療は休診
ただし、救急・急患を除きます。

萩博物館　　　　　　　 25・6447 休みなし　※12月31日㈯は天体観望室のみ休館

萩図書館 25・6355 休みなし【開館時間の変更】
12月28日㈬〜1月4日㈬：午前9時〜午後5時

須佐図書館 08387・6・5500 12月28日㈬〜1月4日㈬は休み
※須佐図書館の貸出カードをお持ちの方は、須佐図書
館の無人開放部分のみ休館日も利用できます。明木図書館 55・0314

児童館、わくわく子ども図書館 25・1025 12月27日㈫〜1月5日㈭は休み
萩セミナーハウス 21・7501 12月30日㈮〜1月3日㈫は休み

そ
の
他
の
公
共
施
設

萩阿武川温泉ふれあい会館 54・2619 12月27日㈫は休み

田万川温泉憩いの湯 08387・2・0370 休みなし
【営業時間の変更】
12月31日㈯：午前10時〜午後6時
 1月 1日㈰：午後 1時〜午後6時

萩アクティビティパーク
ナチュラサーキット　 56・0100 12月29日㈭〜1月1日㈰は休み

萩やすらぎ苑斎場、
田万川火葬場、須佐火葬場 24・1100

1月1日㈰は休み
見島火葬場 23・3311
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■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

18㊐
　須佐駅伝競走大会　　　　　　9:45〜須佐地域内
　県ミニバスケットボール冬季交歓会萩大会

8:30〜市民体育館ほか

24㊏ 　萩市長距離記録会兼読売駅伝予選会
8:30〜萩スポーツ広場

25㊐ 　年忘れ萩市民バスケットボール大会
8:30〜市民体育館

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談

毎週㊌
21 ㊌

9:00 〜川上保セ●とことこ教室毎週㊌
地域川上・旭

田万川・須佐 地域

9:30 〜田万川保セ
10:00 〜須佐郵便局
9:30 〜弥富公民館
13:00 〜須佐保セ
9:30 〜田万川保セ
13:30 〜須佐保セ

13:30 〜田万川保セ
13:30 〜須佐保セ
10:00 〜やまびこ
9:30 〜やまびこ

　健康ちょきん教室
　まちの保健室
　弥富ウエルネス教室
●1 歳 6 か月児 3 歳児健康診査
●すくすく赤ちゃん学級
　活き活きリハ会
　アップアップ健康教室
　須佐ウエルネス教室
　健康・介護予防座談会
　弥富はつらつ楽食会

16 ㊎

19 ㊊
20 ㊋
21 ㊌

22 ㊍

26 ㊊
27 ㊋

萩健康福祉センター ☎25・2667

22 ㊍ 　心の健康相談（要予約） 13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30 〜三見公民館
10:00 〜萩市保セ
13:00 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ

13:30 〜大井公民館
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜堀内公会堂

10:00 〜萩市保セ

16 ㊎
20 ㊋

21 ㊌

22 ㊍

27 ㊋

　三見ソナタ
　こころの相談日（要予約）
●３歳児健康診査
　男性健康料理教室
　大井グッドヘルス
● 10 か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　堀内健康教室
　こころの相談日（要予約）

 開催中〜1/31
　　  手作りカレンダーの展示 9:30〜 明木図書館

16㊎ やっちゃんの青空教室 13:10〜 育英小学校

20㊋
あんずの会 14:00〜 萩図書館
茶話会 14:00〜 須佐図書館

21㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
22㊍ クリスマス会 14:00〜 須佐図書館

24㊏ 萩図書館クリスマス会
※先着30人、事前申込が必要です 14:00〜 萩図書館

【開館時間の変更】
萩図書館：28㊌〜1/4㊌ 9:00〜17:00

【休館日】 
須佐図書館：19㊊、21㊌、23㊎、26㊊、28㊌〜1/4㊌
明木図書館：19㊊、21㊌、23㊎、25㊐、26㊊、28㊌〜1/4㊌

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
15㊍ 東日本地震災害を救援する萩市の会の活動報告
22㊍ 児童館の利用案内
29㊍ 萩博物館「日本の近代を拓いた萩の産業人脈」

◆児童館（25･1025） ※休館日：27 ㊋〜 1/5 ㊍
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊊、㊌ だんすダンス 19:00〜20:30
17㊏ おはなし会草の芽（子ども図書館） 15:00〜

18㊐ お芝居を体感しよう
「語り芝居・銀河から野原から」 15:30〜16:00

22㊍ 子育て相談 10:00〜11:30
◆ふたば園（22･2877）
 20㊋、27㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

20㊋
発達相談 10:00〜12:00
絵本の読み聞かせ

「ガタンゴトンの会」 11:00〜

27㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」 13:00〜14:00
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・
　7474）、歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※小児科は、23日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

18日㊐
23日㊎
25日㊐
30日㊎
31日㊏

［内科］
［内科］
［内科］
［内外科］
［内科］

むつみ（吉部上）
福川（福井下）
福賀（阿武町）
松井（下田万）
川上（川上）

08388・6・0149
52・0027
08388・5・0863
08387・2・0345
54・2014

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

情報カレンダー
●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

16㊎
●萩商工ラグビー部全国大会出場壮行式 （13:00〜/市民館大ホール）外科 花宮（平安古町） 25・8738

内科 市原（塩屋町） 22・0184

17㊏
○サマーオレンジーズクリスマスコンサート　　　　　（15:00〜/サンライフ萩）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 中坪（今魚店町） 22･5430

18㊐
●小松亮太 with ラスト・タンゴ・センセーションズ　　（17:00〜/市民館大ホール）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
歯科 もんでん（今古萩町）22・0016

19㊊ 外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

20㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 MP萩（堀内） 24･0082

内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

21㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 平岡（新川東） 25･7100
○こころの相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 玉木（瓦町） 22･0030

22㊍
●行政相談 （10:00〜/川上公民館）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 萩慈生（玉江） 25・6622

23㊎

○ハッピークリスマス・・・フロムH （19:00〜/田町商店街アーケード）外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 萩むらた（今古萩町）25・9170

小児科 いわたに（椿東） 24・2100
産婦人科 都志見（江向） 22・2811
歯科 井上（東田町） 25・1687

24㊏
外科 池本（玉江浦） 25・7575
内科 波多野（堀内） 25･2788

25㊐
○つつじ年末感謝セール （9:00〜/旭農産物加工販売所「つつじ」）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 藤原（土原） 22・0781
産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
歯科 大谷（下五間町） 22・0527

26㊊ 外科 めづき（土原） 22・2248
内科 めづき（土原） 22・2248

27㊋
○心配ごと相談 （9:30〜/小川コミュニティセンター）外科 都志見（江向） 22・2811
○萩・年末お魚市 〜31日 （9:00〜/道の駅 萩しーまーと）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

28㊌
○須佐特産　暮の市 （9:00〜/JR須佐駅前広場）外科 MP萩（堀内） 24･0082
○田万川　暮の市 〜30日 （9:00〜/道の駅 ゆとりパークたまがわ）内科 市原（塩屋町） 22・0184

29㊍
市役所の業務は29日から１月3日まで休み 外科 兼田（吉田町） 22･1113
市民病院の外来診療は29日から１月3日まで休診（救急・急患を除く） 内科 中坪（今魚店町） 22･5430
※本庁・見島支所・三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:00） 産婦人科 都志見（江向） 22・2811
※田万川総合事務所の休日業務（8:30〜12:00） 歯科 村田（浜崎） 22・1729

30㊎
※本庁・見島支所・三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:00） 外科 花宮（平安古町） 25・8738
※須佐総合事務所の休日業務（8:30〜12:00） 内科 萩市民（椿） 25･1200

産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
歯科 おか（土原） 22・8241

31㊏
○田万川　お魚の市 （8:30〜/道の駅 ゆとりパークたまがわ）外科 田町（東田町） 24・1234
ごみ収集業務は12月31日から１月３日まで休み 内科 柳井（橋本町） 22･0748

産婦人科 都志見（江向） 22・2811
歯科 高雄（樽屋町） 22・1548
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お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※11月16日〜11月30日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成 23 年 11 月末日）
　人　口／54,073人（前月比ー72）    男／24,837人（前月比ー26）
　世帯数／24,222世帯（前月比ー17） 女／29,236人（前月比ー46）
　出　生／７人　死亡／83人

　イチゴの収穫作業が本格化し、ハウスでは大粒の
イチゴが真っ赤に色づき、甘酸っぱい香りが漂って
います。今年産は、天候にも恵まれて収穫は平年並
み。12月中旬から出荷が始まり、ＪＡあぶらんど
萩イチゴ部会では５月中旬まで約10ｔの出荷が計
画されています。
　子どもから大人まで人気の甘酸っぱくておいし
い、イチゴ。でもその魅力はおいしさだけではあり
ません。実は「ビタミンＣの宝庫」でなんとレモン
の２倍！大粒の大きさなら４～６粒も食べれば１日
に必要なビタミンＣを摂ることができ、風邪予防や
肌・皮膚を若々しく保つ美肌ケアにおすすめです。
　萩市では、冬の気候が比較的暖かい椿地区、椿東
地区、それから佐々並地区で栽培されています。主
な品種は香りが高く・高い糖度が人気の「とよのか」、
濃厚で酸味と甘さのバランスのとれた「さちのか」。
色合いや香り、食味に優れた品種「紅ほっぺ」は、
作付面積が年々増加しています。　　
　最後に、おいしいイチゴの選び方ですが、ヘタが
みずみずしく緑が濃いものが良く、色鮮やかで光沢
があり、形がしっかりとしたものを選ぶとよいで
しょう。

の

果物/野菜

表紙

　11 月 27 日、子どもものしり博士検定にチャ
レンジした旭・川上地域の子どもたち。今年は、
学校を挙げて受験した学校もあり 57 人が受験し
ました。
　未来の萩を、日本を創るのはみなさんです。萩
のいろいろなことを学んでください。大きくなっ
たときに「萩に生まれてよかった」と、きっと思
えるはずです。

萩のことをより広く・深く知ろう
～子どもものしり検定～
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